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い釣り大会
1侶3日、西川で恒例のあんがふれあい釣り大会が開催されました。この日は

町内町外から約935人の太公望が集まり、西川は大いに賑わいました。

竿のさきをジツと見つめる参加者たち。川の流れと同じようにゆっくりと時

間は流れます。気温や潮のせいが釣果は昨年よりも少なかったものの、楽しい笑

顔や馬lれあいが西川こあふれていました。
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ト
ど
ん
な
仕
掛
け
で

釣
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
？

イ
検
量
は
ド
キ
ド
手
の
瞬
間
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各部門の優勝者です

ト
だ
れ
の
竿
に
か
か
る
か
な
？
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「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
2
0
0
0
年
間
題
で
政
府
は
…
。
」

（
テ
レ
ビ
）
－
一
ユ
ー
ス
を
見
て
い
た
ピ
ュ
ー
ク
君
。
何

や
ら
首
を
か
し
げ
て
い
ま
す
。

「
2
0
0
0
年
間
選
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

好
奇
心
旺
盛
な
ど
ユ
ー
タ
君
は
さ
っ
そ
く
お
母
さ
ん
に

聞
い
て
み
ま
し
た
。

こ
れ
が
2
0
0
0
年
問
題

㊤
謹
告
謹
皇
2
。
。
。
年
問
題

蜜
彊
郎
講
誓
需

か
け
る
わ
ね
。
な
ん
で
も
2
0
0
0
年
に
な

る
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
正
確
に
勤
か
な
く
な

り
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
か
も
し
れ
な
い
の
よ
。

㊤
昔
年
で
も
、
ど
う
し
て
動
か
な
く

短
評
結
締
彊
－
補
語

ノ

懸
1
9
9
9
年
だ
か
ら
「
9
9
」
。
来
年
は
2
0

0
0
年
だ
か
ら
「
0
0
」
。
「
0
0
」
だ
と
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
が
2
0
0
0
年
を
1
9
0
0
年

と
間
違
っ
て
判
断
し
た
り
し
て
正
確
に
動
か

な
く
な
る
ら
し
い
の
。

象
彊
彊
彊
磐
擢

璽
擬
彊
議
彊
彊
評

に
も
大
き
な
影
響
が
あ
る
か
ら
ね
。
も
し
も

こ
れ
ら
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
ら
、
私
た
ち

の
生
活
も
大
混
乱
し
て
し
ま
う
わ
。

㊤
墨
壷
墨
壷
黙
雷
語

れ
な
い
よ
。
そ
れ
か
ら
今
ま
で
の
貯
金
も
な

く
な
っ
ち
ゃ
う
の
か
な
。

箆
繕
詩
壇
藷
彊
謹

め
て
い
る
わ
。
だ
か
ら
2
0
0
0
年
に
な
っ

て
も
大
き
な
問
題
は
起
き
な
い
と
思
う
け
ど

㊤
鵠
障
同
語
評
語
た
め
に
準

念
畔
霊
定
信
蹄
㍑
謹
皇

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

塵
鍾
墨
壷
墨
な
問
題
は

③
墨
縄
諦
講
鵠
識
語

黛
露
盤
雑
器
諾

油
も
確
保
し
と
か
な
く
ち
ゃ
。

㊤
そ
れ
と
僕
の
預
金
通
帳
も
．
．
．
。

盈
彊
群
舞
墨
壷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
と
っ
て
い
る
か
ら
安
心
だ

け
ど
、
念
の
た
め
に
通
帳
に
記
帳
し
て
も
ら

う
と
い
い
わ
。
私
も
年
末
年
始
の
領
収
書
を

保
管
し
て
お
い
て
、
来
年
一
月
か
ら
の
請
求

書
に
誤
り
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

魚
醤
彊
彊
繕
罷

璽
彊
露
盤
詳
韓

も
燕
の
準
備
は
で
き
て
い
る
そ
う
よ
。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
持
病
の
薬
は
主
治
医
の
先
生
に

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

㊤
粥
講
評
発
語
謹
藷

ビ
ュ
ー
タ
で
動
い
て
い
る
ん
で
し
ょ
。
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念
掴
謙
語
続
補
語
雷

自
分
で
修
正
で
き
る
も
の
は
い
い
け
ど
、
分

か
ら
な
い
と
き
に
は
メ
ー
カ
ー
の
サ
ー
ビ
ス

窓
口
に
相
談
す
る
と
い
い
わ
ね
。
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
、
掃
除
機
、
電
子
レ
ン
ジ
、
炊
飯
器
、

エ
ア
コ
ン
な
ど
は
大
丈
夫
だ
そ
う
よ
。

こ
ん
な
こ
と
に
注
意

忠
邦
彊
彊
講
窮

た
り
す
る
事
件
が
起
き
て
い
る
っ
て
ニ
ュ
ー

ス
で
言
っ
て
た
よ
。

璽
露
語
講
謹
補
講

て
、
変
だ
と
お
も
っ
た
ら
警
察
や
消
費
者
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
な
い
と
ね
。
そ
れ
か

ら
2
0
0
0
年
問
題
を
解
決
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
す
る
と
か
い
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
ウ
イ
ル
ス
を
入
れ
込
む
事
件
も
発
生
し

て
い
る
そ
う
よ
。

㊤
磐
量
諾
諾
諜
諾
霊

こ
ろ
で
、
電
話
は
大
丈
夫
か
な
。
つ
な
が
ら

な
い
と
不
便
だ
も
ん
。

㊧
端
語
調
網
羅
鮭

に
集
中
す
る
と
つ
な
が
り
に
く
く
な
る
こ
と

が
あ
る
そ
う
な
の
。

曳
彊
語
彊
墨
縄

事
な
ん
か
が
起
き
た
ら
大
変
だ
も
の
。

璽
琵
評
彊
謹
評
語

火
水
縛
や
川
な
ど
、
水
の
確
保
も
大
丈
夫
。

た
だ
、
防
火
水
槽
の
近
く
に
車
を
駐
車
し
な

い
よ
う
に
し
な
い
と
ね
。

余
裕
を
も
っ
た
計
画
を

ゑ
彊
整
彊
終
端

纂
華
雄
彊
鰐
琵

国
に
よ
っ
て
は
2
I
O
O
年
間
題
の
対
応
が

進
ん
で
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
の
よ
。
旅
行

会
社
や
航
空
会
社
に
問
い
合
わ
せ
て
、
旅
行

先
の
最
新
情
報
を
入
手
し
て
お
か
な
い
と
ね
。

③
謹
当
て
、
今
年
は
海
外
旅
行
に
行

黛
彊
短
観
弼
黒

③
（
し
ょ
ん
ぼ
り
．
．
…
．
）

愛
嬢
彊
謹
招
諾

余
裕
を
も
っ
て
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

㊤
量
評
蕪
結
語
需

し
、
も
う
安
心
。
じ
ゃ
あ
、
遊
び
に
行
っ
て

き
ま
ー
す
。

遠
賀
町
で
は
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
2

0
0
0
年
問
題
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
地

域
で
の
2
0
0
0
年
問
題
の
発
生
に
速
や

か
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

2
0
0
0
年
間
題
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
企
画
課
電
子
計
算
係
ま
で
。



生まれてきて
よかっだ！

青少年問題講演会

11月2日、青少年問題講演会が遠賀

町中央公民館で開催されました。この

日は約300人の参加者のもと、「ハッ

ピーバースデー一命輝くとき～」の映

画上映と原作者青木和雄さんの講演が

開かれました。最近、児童虐待が社会

問題になっているなかで、命の尊さ、

生きることの素晴らしさを強く訴えた

この映画は、人々の胸に強く響いたよ

うです。会場からは、すすり泣く声が

聞こえました。

ブ／。言下 ー） γ‾繕“ ∴∴－：子 

当日㌧鯉 

：「∴∵ 

芸術の秋を彩る

遠賀町文化祭

11月5日から3日間、コミュニ

ティーセンターと勤労者体育セン

ターのこ会場で遠賀町文化祭が開催

されました。会場では作品展示会を

はじめ、町民のつどいや芸能まつり

が盛大に開かれ、観客の目を楽しま

せてくれました。

日ごろ鍛えた腕が存分に発揮され

た文化祭に会場は盛り上がり、遠賀

町に文化の撃が咲き乱れた3日間と

なりました。
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Ⅱ
月
5
日
、
読
書
講
座
の
講
演
会
が
遠
賀
町
中
央
公
民
館
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
絵
本
作
家
の
川
端
誠
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
て
、
表
現
の
重
要
性
や
絵
本
の
作
り
方
に
つ
い
て
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

ユ
ニ
ー
ク
な
絵
本
や
ユ
ニ
ー
ク
な
川
端
さ
ん
の
人
柄
に
、
会

場
に
は
笑
い
声
が
た
え
ま
せ
ん
。
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過

ぎ
た
楽
し
い
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

ユ
“
一
－
ク
な
絵
本
が

い
っ
ぱ
い

読
書
講
座
の
講
演
会
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感じたことを
言葉に込めて

青少年の主張大会

10月30日、中央公民館で青少年の主

張大会が行われました。

当日は高校生の司会のもと、小学生

8人、中学生6人、高校生3人の計17

人がそれぞれの主張を発表しました。

日常の出来事や差別などの社会的問

題から地球環境に関することまで、感

じたこと考えていることを言葉にかえ

て表現しました。真っ直ぐに前を見つ

めながら話す姿はりりしく、考えさせ

られることもしばしばでした。

ii当日 �関目　寸評 ����紳 
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子
育
て
に
よ
い
環
境
づ
く
り
を
－
。

親
子
教
室
の
閉
諸
式

健
や
か
な
人
づ
く
り
と
子
育
て
に
よ
い
環
境
づ
く
り
の
実
践

を
目
指
す
親
子
教
室
の
開
講
式
が
日
月
日
日
、
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど
受
講
内
容
は
仝

六
回
。
今
年
は
約
0
0
人
の
受
講
生
が
集
ま
り
、
0
歳
児
か
ら
の

早
期
教
育
を
学
び
ま
し
た
。

子
ど
も
の
早
期
教
育
は
大
切
な
も
の
。
2
1
世
紀
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
も
、
よ
り
良
い
親
子
関
係
を
築
い
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

お
菓
子
を
く
れ
な
い
と

い
た
ず
ら
す
る
ぞ

ハ
ロ
ウ
イ
ン
の
仮
装
パ
ー
テ
ィ
ー

写
真
は
1
0
月
5
0
日
に
マ
フ
ィ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
主
催
の
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
で
の
仮
装
パ
ー
テ
ィ
ー
の
一
コ
マ
で
す
。
仮
装
を
し
た

子
ど
も
た
ち
は
「
－
r
・
1
C
k
 
O
l
 
t
l
e
a
－
」
　
（
お
菓

子
を
く
れ
な
い
と
い
た
ず
ら
す
る
ぞ
）
　
と
叫
び
な
が
ら
、
お
店

や
家
庭
を
廻
っ
て
お
菓
子
を
も
ら
い
ま
し
た
。
お
菓
子
に
群
が

る
様
子
は
ま
さ
に
モ
ン
ス
タ
ー
で
す
。
仮
装
な
ど
要
ら
な
い
ほ

ど
の
迫
力
で
し
た
。
一
通
り
廻
っ
た
後
は
ゲ
ー
ム
や
、
屋
内
で

の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
切
り
替
わ
り
、
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。



冬の帥あれtZ重岡ぜ
肌あれを防ぐために

①暖房の使い過ぎを避ける　㊥電気毛布や電気敷布は　　⑧入浴は1日1回、短閲で

l日中暖房の効いた部屋で過ご　電るときに電気毛布を使うと、　長い時間熱いお湯に浸かってい
すと、肌あれが起こりやすい。室　皮膚が乾燥しやすい。体の一部　ると、皮脂が奪われてしまう。ま
内に洗濯物を干すなど湿度を　だけを温められる湯たんぽなど　た、体を強くこするのもよくな
補う工夫をする。　　　　　　を使うようにする。　　　　　い。

④入浴後は保湿剤を塗る　　⑤衣類は綿製品を　　　⑧水仕事のときは、ゴム手袋

の下に綿の手袋をする

入浴後すくに保湿剤を塗ると、　化学繊維などは、肌に刺激を与　水仕事にはゴム手袋で手あれを
奪われた皮脂を補うほか、皮膚　えやすいので、肌に直接触れる　防ぐ。そのとき下に綿の手袋を
が吸収した水分を逃がさないよ　衣類は、軟らかい鯨のものがよ　すると、むれにくく、ゴムによる
うにする効果もある。　　　　い。　　　　　　　　　　かぶれも防ぐことかできる。

11月16日、鬼津老人クラブの誕

生会が鬼津公民館で開催されまし

た。このなかで今年100歳を迎える

入江喜郎さんも誕生会に参加して
いました。鍬を持って畑にも出て

いるという元気な入江さんには鬼

津老人クラブから特別に記念品が

贈られました。

「恥ずかしい気持ちですが麿し

いです」と話す入江さん。これか

らも長生きしてくださいね。

ee8

みあーク歩煤を　－　らはまか　い増 てと度I数に贈表世こ約84でつそまえ町 �国 民 健 康 保 験 ● 優 良 健 康 家 庭 表 �′ 迫 I“ I ：」 

：纏綿 のみ 聖、 
葛lr　「∴：「 �彰 

すが　　すた　3　ら　　つ年 。、　かの月　な　　て　々 

仰
歳
赤
め
詫
障
ま
す
鬼
津
老
人
ク
ラ
ブ
の
壁
会

●
冬
は
空
気
が
詩
燥
す
る
た
め

肌
あ
れ
の
起
こ
り
や
す
い
季
節
で
す

肌
あ
れ
と
は
、
皮
膚
の
表
面
に
あ
る

角
層
の
水
分
が
少
な
く
な
っ
て
皮
膚
が

ひ
び
割
れ
た
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま

す。
特
に
「
肩
か
ら
腕
、
手
」
÷
も
も
の

辺
り
か
ら
下
の
部
分
÷
「
胸
の
横
の
部

分
か
ら
わ
き
腹
に
か
け
て
」
は
皮
脂
の

分
泌
が
少
な
い
た
め
、
琵
燻
し
や
す
く

肌
あ
れ
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

な
か
で
も
手
は
、
水
仕
事
を
し
た
り
外

気
に
触
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

肌
あ
れ
が
起
こ
り
や
す
い
部
分
で
す
。

●
受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ

軽
い
肌
あ
れ
な
ら
、
保
湿
剤
を
丹
念

に
塗
る
こ
と
で
よ
く
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
肌
あ
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
湿
疹
が

で
き
て
い
る
場
合
は
、
皮
膚
科
を
受
診

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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「買ってはいけない」

船瀬俊介ほか箸

買ってはいけないものを集めた

本です。家を見回すと買ってはい

けないものばかり…。賢い消費者

になるためにも読んでみてはいか

がですか。
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朽
主
宰
ぐ

遠
賀
町
で
は
平
成
8
年
度
か
ら
人

権
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
正
し
い

認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

地
区
懇
談
会
を
各
区
ご
と
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
I
7
地
区
で
懇

親
会
を
終
え
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
多
く
の
方
々
か
ら
「
本

音
の
考
え
が
た
く
さ
ん
出
て
参
考
に

な
っ
た
」
「
自
分
を
省
み
る
よ
い
機
会

と
な
っ
た
」
「
今
後
も
続
け
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
「
同
和
、
同

和
と
言
わ
な
く
て
も
よ
い
と
思
う
」

「
知
ら
な
い
人
も
い
る
の
に
同
和
を

意
識
づ
け
る
必
要
が
あ
る
の
か
」
「
年

月
が
解
消
す
る
と
お
も
う
」
な
ど
と

同
和
問
題
に
対
す
る
拒
否
反
応
も
強

い
よ
う
で
す
。
こ
う
い
っ
た
考
え
は

「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
論
」
「
自
然
解

消
論
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。

日
本
の
教
育
は
長
い
間
、
同
和
問

題
を
タ
ブ
ー
と
し
て
避
け
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
う
わ
さ
話
で
伝
え

ら
れ
、
偏
見
を
く
り
返
し
増
情
し
て

人
権

こ
の
よ
う
な
反
省
に
基
づ
い
て
教

育
・
啓
発
の
場
で
は
、
差
別
の
歴
史

を
正
し
く
認
識
し
、
そ
の
上
で
差
別

を
な
く
し
て
い
く
カ
を
つ
け
る
取
り

組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

引
世
紀
を
生
き
る
子
や
孫
に
冷

酷
、
残
忍
な
差
別
を
引
き
継
が
せ
て

ほ
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
責
任
が
今
を

生
き
る
私
た
ち
に
は
あ
る
の
で
す
。

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
o
「
竣
　
i
売

た
子
」
　
の
多
く
は
差
別
意
識
を
植
え

つ
け
ら
れ
て
起
こ
さ
れ
て
き
た
の
で

す。

加
藤
　
陽
子
さ
ん

（今古賀）
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こ
の
名
簿
は
日
月
1
6
日
現
在
の
住
民
票
を
も
と
に
作
成
し
て
い

ま
す
。
名
前
が
載
っ
て
い
な
い
人
、
名
前
に
間
違
い
の
あ
る
人
は
教

育
委
員
会
社
会
教
育
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（

順
不
同
・
敬
称
略
）

園
レ
し

〝
「
叶

入
江
　
真
二

若
　
　
舛
添
美
紀
子

円
池
田
　
　
巧

岩
見
　
頼
明

内
田
　
辞
書

蔵
野
　
美
紀

古
石
　
有
希甲

安
部
　
裕
子

池
田
　
智
彦

上
野
　
幸
平

太
田
　
奈
美

岡
本
　
義
憲

佐
潟
　
哲
治

秦
　
　
和
美

畑
野
　
晃
一

二
村
　
幸
江

三
原
奈
央
子

宮
川
　
輝
晶

宮
本
　
真
孤

門
司
　
祐
子

鮎
川
　
彩
子

石
井
　
美
穂

上
杉
真
理
子

宇
田
恵
美
子

小
田
か
お
り

小
田
崎
晶
子

金
久
　
　
美

柴
田
　
紘
樹

鈴
木
真
由
美

園
田
　
義
人

田
中
み
ゆ
き

永
井
　
布
絵

永
尾
　
　
斎

西
村
理
恵
子

野
山
美
由
紀

早
川
佳
与
子

兵
頭
　
太
一

藤
吉
　
　
進

松
山
し
の
ぶ

前
田
　
実
記

松
尾
木
綿
子

森
　
　
隆
行

山
田
　
由
衣

山
中
　
真
美

渡
遺
　
隆
史

廣
渡
加
奈
子

深
町
　
崇
雄

前
川
　
友
美

三
上
　
　
準

梁
瀬
　
彩
香

中
野
　
　
敦

永
田
　
優
子

濱
田
　
隆
一

福
岡
　
　
晃

本
田
　
倫
子

松
井
田
太
郎

溝
辺
　
　
茂

熊
川
　
政
義

高
良
　
奈
苗

田
中
　
俊
光

田
中
　
直
美

田
中
　
法
弘

林
　
千
賀
子

鹿
田
　
傑
人

困
赤
星
　
圭
一

石
橋
　
勝
子

今
村
　
裕
典

井
村
慎
一
郎

岩
下
　
　
晃

衛
藤
　
　
武

沖
田
真
由
美

小
野
田
智
子

古
賀
　
隆
大

小
林
麻
衣
子

佐
々
木
　
瞳

財
前
　
功
一

塩
川
　
香
織

白
石
　
裕
二

秦
　
　
桂
子

杉
本
　
雅
代

瀬
口
　
祐
介

高
橋
　
隆
信

田
川
　
英
征

田
中
　
亮
一

田
灘
　
慶
子

府

別江藤　千鶴

川
口
　
祐
美

木
元
絵
里
加

坂
井
　
千
恵貯

三
村
　
梨
恵

宮
崎
　
大
輔

宮
脇
亜
貴
子

山
形
由
貴
子

山
方
　
竜
二

山
上
　
京
子

範
井
　
徳
子

中
村
麻
衣
子

深
水
麻
衣
子

外
囲
　
奈
々

牧
野
　
智
徳

松
本
　
典
子

村
上
　
泰
輔

渡
部
　
康
宏

石
田
　
木
綿

伊
藤
　
　
綾

大
隈
　
正
敏

野
中
千
恵
子

柳
野
　
允
孝



に可
尾石
花川

美元
怜乱費

「可　甲骨霜田
央

野中加　　本廣服冨徳田塩　　　山鈴陸佐　　松松農武商副菅
口島藤　　田頭部安王中川　　　秀木川伯　　田井坂谷野田原

龍慶　　　　　　　　　　　　　　　　　謙真
藍之太　　由　　祐夏　　康祥　　　　　次由　　　州ふ祐美正　　光

巧郎美光　　雄み二幸一武貴子助郎　　香誠之樹陸海香

隷「可
幸郎　守講師

カ山森藤藤　　一一
丸　口　　原原

正宗郁祐志
浩貴志佳乃

山仁坂桑
田木　口　原

智夏亜由
子枝結実

20歳の式典

成　人　式
○と　き

1月10日（月）　午前11時一

書ところ

遠賀コミュニティーセンター

成人式の対象者にはi2月中旬にハガ

キでご案内します。成人式には就職や

就学のために町内に住所がない人でも

参加できます。参加希望者はi2月22日

（水）までに教育委員会社会教育係ま

で連絡ください。

※家族や知人でも結構です。

●問い合わせ　教育委員会社会教育係

℡（293）1234

ii ee

加
藤
　
綾
子

加
藤
　
鮎
子

柴
田
　
親
宜

柴
田
　
敏
活

牧
迫
大
二
郎

宮
野
　
由
加

閣
石
井
　
友
和

石
橋
佳
奈
枝

泉
原
　
美
絵

大
町
　
千
晶

大
町
　
智
保甲

兼
重
　
俊
宏

小
林
さ
や
か

島
崎
　
匡
幸

高
崎
　
洋
臣

演
岡
由
美
子

前
田
知
恵
子

松
田
　
恭
平

矢
野
　
雅
美

山
北
　
裕
樹

井
口
　
雅
義

∵∴h
尾
島
　
　
亮

日
下
部
美
紀

古
賀
　
美
昌

植
木
　
理
絵

松
本
　
憲
治

村
田
智
恵
子

山
崎
有
希
子

柏
木
亜
紀
子

白
石
　
博
雅

白
石
み
ゆ
き

白
土
　
秀
樹

筋
田
　
　
彩

筋
円
　
卓
馬

筋
田
　
義
隆

西
岡
　
理
恵

花
田
　
　
蘭

平
野
　
陽
子甲節

秋
永
　
剛
志

板
倉
　
由
季

井
中
優
希
子

大
森
　
雅
之

金
城
か
な
ほ

河
村
和
歌
子甲田

阿
部
久
美
子

石
井
　
浩
次

上
道
　
恵
子

桝
田
　
智
子

宮
本
　
実
績

村
井
　
　
慎

田
村
　
黄
土

藤
野
　
浩
一

吉
武
　
強
忘

木
下
　
　
理

木
村
　
智
史

佐
藤
　
彰
子

田
上
　
賢
一

戸
板
　
　
香

中
本
み
つ
美

畑
中
　
大
輔

平
田
有
賀
子

堀
尾
　
泰
之

水
町
　
恭
子

渡
瀬
亜
沙
美

添
田
　
智
昭

中
野
　
邦
夫

高
島
　
祐
介

手
嶋
亜
希
子

南
里
　
美
穂

野
平
　
隆
雄

流
用
つ
ば
さ

藤
井
真
樹
子辞

ーー一
。恵

四囲
明
日
　
大
輔

伊
藤
　
政
勝

江
里
口
景
子

小
埜
　
商
魂

川
口
真
理
子

北
村
　
理
恵

佐
々
木
棲
一
郎

木
下
　
成
美

曽
我
部
利
昭

田
代
　
祥
一

時
枝
　
番
富

徳
重
　
孝
任

西
鴫
　
達
矢

西
平
　
幸
代

波
多
野
靖
葦

原
田
奈
央
美

福
村
　
　
心

三
木
奈
津
子

餅
井
　
栄
子

山
口
　
陽
子

江
口
　
純
子

小
川
美
奈
子

小
田
恵
七
郎

尾
野
喜
久
男

草
野
ま
ど
か

清
水
美
鱈
子

下
村
　
和
也

正
司
　
幸
長
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「
］
遠
賀
地
域
剣
道
大
会
　
　
軍

1
0
月
1
7
日
、
遠
賀
町
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
で
遠
賀
地
域
剣
道
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

▽
団
体
戦

小
学
生
女
子第

3
位
　
遠
賀
剣
道
教
室

中
学
生
男
子準

優
鞘
　
遠
賀
剣
道
教
室

中
学
生
女
子

▽
団
体
の
部優

　
勝

準
優
勝

第
3
位

第
3
位

広
渡
A
チ
ー
ム

木
守
A
チ
ー
ム

浅
木
チ
ー
ム

広
漠
B
チ
ー
ム

少
年
柔
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▽
団
体
戦

▽
個
人
戦

幼
児
の
部

－年生
2
年
生

優

▽
個
人
雌

小
学
生
男
子

小
学
生
女
子

小
学
生
女
子

中
学
生
女
子

勝
　
遠
賀
剣
道
教
室
A

準
優
勝
　
小
田
貴
志

（低学年）

準
優
勝
　
小
田
千
鶴

（高学年）

準
優
勝
　
高
　
裕
子

準
優
勝
　
石
塚
早
紀

第
3
位
　
高
　
慶
子

▽
個
人
の
部

－
年
生
　
優
　
勝

準
優
勝

第
3
位

2
年
生
　
優
　
勝

準
優
勝

第
3
位

3
年
生
　
優
　
勝

準
優
勝

第
3
億

4
年
生
　
優
　
勝

準
優
勝

第
3
億

5
年
生
　
優
　
勝

準
優
勝

第
3
億

6
年
生
　
優
　
勝

準
優
膳

第
3
位

一
田
貴
覧

割
田
貴
史

梅
本
　
篤

矢
野
洋
平

小
田
賢
答

小
松
原
亮

小
田
拓
麿

岩
本
一
志

松
尾
幸
次
郎

矢
野
元
気

矢
野
雄
典

小
川
智
彦

小
田
竜
大

木
山
龍
昭

伊
藤
良
司

折
尾
陽
樹

吉
田
直
矢

山
口
直
樹

優
　
勝

準
優
勝

第
3
位

優
　
勝

筆
優
膳

第
3
位

優
　
勝

準
優
勝

第
3
位

優
　
勝

準
優
勝

第
3
位

則
松
A
チ
ー
ム

遠
賀
A
チ
ー
ム

則
松
B
チ
ー
ム

西
口
涼
太

牧
山
基
薯

松
田
征
也

深
町
純
樹

柴
田
真
吾

山
本
侃
寿

手
嶋
将
太
郎

別
井
陽
太
郎

塚
本
浩
平

□
遠
賀
町
少
年
桑
道
大
会

4
年
生

5
年
生

日
　
6
年
生

□
少
年
相
撲
大
会

1
0
月
1
7
日
、
総
合
運
動
公
園
で
、

年
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
月
2
4
日
遠
賀
町
第
一
武
道
場
で
、

芦
屋
・
岡
垣
・
八
幡
西
・
遠
賀
か
ら
1
2

チ
ー
ム
聯
人
の
選
手
が
参
加
し
遠
賀
町

詞
i
言鴨

土
－

園
田

優
　
勝
　
井
上
美
代
子

準
優
勝
　
西
山
秀
典

第
3
位
　
村
田
将
太
郎

優
　
勝
　
伊
勢
田
大
輔

準
優
勝
　
柴
原
　
槙

第
3
位
　
矢
野
元
気

優
　
勝
　
入
江
正
登

準
優
勝
　
安
藤
雄
一
郎

第
3
位
　
深
町
弘
樹

優
　
勝
　
田
中
紀
行

準
優
勝
　
中
島
佑
太

第
3
位
　
中
西
啓
太

（敬称略）



●問い合わせ

福岡県建築都市部建築指導課建築指導係

℡092（651）1111内線4680

（財）福岡県建築住宅センター北九州事務所

℡093（582）4105

指定の特殊建築物と建築設備

用　　途 �規　　　模 �報告の時期 

（D劇場、映画館、演芸 �床面積が300面を超える �3年ごと 

場又は観覧場 �もの 

②ホテル又は旅館 �地階または3階以上かつ 

③病院 �床面話力300mを超える もの 

④百貨店、マーケッ �地階または3階以上かつ 

ト又はその他の物 �床面積がi，000面を超え 

品販売業を営む店 舗 �るもの 

（り共同住宅 �5階以上 

（㊦地下の工作物内に �居室の床面積の合計が 

設ける建築物（福 岡市内のみ） �i500両を超えるもの 

⑦上記の建築物に付属する建築設備 ��毎　年 

（⑤は除く） 

●換気設備（機械換気、空調） 

●排煙設備（機械排煙のみ） 

●非常用の照明装置 

※昇降機（エレベーター、エスカレーター）、 

遊戯施設 

●1カ月の保険料（平成11年度）

i3，300円

●国民年金保険料控除額

1月～12月の控除合計額1カ月分の控除額

i59．600円i3．300円

（i2カ月）4．800円付加保険料400円

実 ��力 �満 �載 
国 �民 �年 �金 
国民年金i輔諦整・確定申告の控除対象です　　●1年分を前納した持合の保険料控除額

定額保険料＋付加保険料の場合定額保険料だけの場合

i60，430円i55，750円

おたずねください

保険料は忘れずIこ！
今年の1月から12月までに納めた国民年金保険料は

全額が所得から控除されます。国民年金基金掛金も同

諾意し欝警書誌業務訪蓑詩緊慧　　　詳しくは福祉聖聖撃整
れないようにしましよう。

i3Gの

留
外
壁
落
下
を
未
然
に
防
ご
う

建
物
を
新
築
す
る
と
き
は
多
く
の
費
用
を
投
資
す
る
の
に
、
完
成
し

た
建
物
の
維
持
保
全
に
は
出
賞
を
惜
し
み
が
ち
で
す
。

き
れ
い
な
建
物
も
維
持
保
全
を
怠
る
と
汚
れ
、
雨
漏
り
、
設
備
機
器
の

故
障
な
ど
の
劣
化
が
発
生
し
ま
す
。
こ
う
な
る
と
居
住
性
能
の
低
下
は

も
ち
ろ
ん
、
外
壁
落
下
に
よ
る
死
亡
災
害
と
い
う
最
悪
の
事
態
を
招
く

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

適
切
な
維
持
保
全
を
怠
る
と

屋
根
や
外
壁
か
ら
雨
水
が
浸
入
し
た

場
合
、
床
や
家
具
が
濡
れ
、
壁
や
天
井

に
シ
ミ
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
は
カ
ビ
発

生
の
要
因
と
な
り
ま
す
。
こ
う
な
る
と

建
物
を
衛
生
的
で
快
適
に
使
用
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
外
壁
落
下
は
通
行
人
や
自
動

車
へ
の
被
害
も
あ
る
深
刻
な
問
題
で

す
。
外
壁
落
下
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
モ

ル
タ
ル
・
モ
ル
タ
ル
と
タ
イ
ル
が
接
着

し
よ
う
と
す
る
力
よ
り
も
剣
離
し
ょ
う

と
す
る
力
が
大
き
い
時
に
起
こ
り
ま

す
。
例
え
ば
ひ
び
割
れ
か
ら
雨
水
が
浸

入
し
、
膨
張
を
起
こ
し
た
り
凍
っ
た
り

し
て
体
積
を
増
し
剥
離
を
起
こ
す
場
合

が
あ
り
ま
す
。

建
物
を
安
全
で
快
適
に
使
用
す
る
に

は
劣
化
の
症
状
を
見
逃
さ
ず
、
そ
の
時

に
き
ち
ん
と
補
修
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
重
大
な
欠
陥
が
発
見

さ
れ
た
場
合
に
は
、
専
門
的
な
診
断
、

大
規
模
な
修
繕
が
必
要
で
す
。

定
期
的
な
総
合
診
断
を
行
う
こ
と
も

適
切
な
維
持
保
全
の
一
つ
で
す
。

定
期
報
告
制
度
と
は

ホ
テ
ル
、
病
院
、
共
同
住
宅
な
ど
の

特
殊
建
築
物
は
外
壁
落
下
な
ど
が
起
こ

る
と
大
き
な
被
害
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
危
険
を
避
け
る

た
め
に
建
築
基
準
法
で
は
、
指

定
さ
れ
た
特
定
建
築
物
と
建
築

設
備
に
つ
い
て
そ
の
所
有
者

（
管
理
者
）
　
に
専
門
技
術
者
に

よ
る
定
期
的
な
調
査
・
検
査
と

そ
の
報
告
　
（
特
定
行
政
庁
）
　
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。



○　中央公民館　○

鰯鱈砕撼膨
●教示椎田

水墨画

●教示細■

12月24日（金）まで
●　　　　　　　　　　　㊨

工業統計調査・石油

等消費構造統計調査
にご協力ください

12月31日を基準日に工業統

計調査（製造事業所の実態を調

査）、石油等消費構造統計調査

（従業員30人以上の製造事業

所の石油等の消費実態を調査）

が同時に行われます。

対象となる事業所には調査員

がお伺いします。調査票に記入

していただいた内容は秘密が厳

守されます。ご協力をお願いし

ます。

●問い合あせ

企画課企画調整係

∽i4

遠賀町緑づくり推進協議会では、緑
の保全、なかでも海岸の松林保護のた

め「門松カード」を販売しています。

2枚一組で30円です。希望者は12月24

日までに役場産業課でお求めください。

戸
畑
高
等
技
術
専
門
学
校

職
業
訓
練
生
募
集

●
募
集
期
間

1
月
4
日
（
火
）
～
2
月
3
日
（
木
）

●
募
集
学
科
　
（
定
員
）

▽
溶
接
科
　
（
2
0
人
）

▽
機
械
加
工
科
　
（
2
0
人
）

▽
機
械
系
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製
図
科
（
5
0
人
）

●
問
い
合
わ
せ

戸
畑
高
等
技
術
専
門
学
校

℡
　
（
8
8
2
）
　
4
3
0
6

看
護
高
等
等
修
学
校

准
看
護
婦
（
士
）
学
生
を

募
集
し
ま
す

一
次
募
集

▽
試
験
日

1
月
2
7
日
　
（
木
）
午
前
9
時
～

▽
申
し
込
み

1
月
6
日
（
木
）
～
1
月
2
5
日
（
火
）

二
次
募
集

▽
試
験
日

2
月
2
4
日
　
（
木
）
午
前
9
時
～

▽
申
し
込
み

2
月
1
4
日
（
月
）
～
2
月
2
3
日
（
水
）

●
入
学
資
格
　
中
卒
ま
た
は
高
卒
以
上

で
心
身
共
に
健
康
で
あ
る
人

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
中
間
医
師
会
看

護
高
等
専
修
学
校

℡
　
（
2
0
1
）
　
3
4
6
3

産
業
別
最
低
賃
金
が

変
わ
り
ま
す

1
2
月
日
日
か
ら
、
県
内
の
産
業
別
最

低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

▽
製
鉄
業
、
製
鋼
・
製
鋼
圧
延
業
、

銅
材
製
造
業

日
額
　
　
5
、
9
0
6
円

時
間
額
　
　
　
1
3
9
円

▽
電
気
機
械
器
具
製
造
業

日
額
　
　
5
、
7
4
2
円

時
間
額
　
　
　
1
1
8
円

▽
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

日
額
　
　
5
、
8
4
1
円C

時
間
額
　
　
　
1
3
1
円

▽
各
種
商
品
小
売
業

日
額
　
　
5
、
6
0
6
円

時
間
額
　
　
　
7
0
0
円

▽
自
動
車
　
（
新
車
）
　
小
売
業

日
額
　
　
5
、
8
8
1
円

時
間
額
　
　
　
1
3
6
円

※
他
の
業
種
は
福
岡
県
最
低
賃
金
を
適
用

●
問
い
合
あ
せ

福
岡
労
働
基
準
局
賃
金
課

℡

0

9

2

　

（

4

1

1

）

　

4

5

7

8

お
ん
が
駅
前

得
ト
ク
ま
つ
り
開
催

●
と
き
　
1
2
月
1
9
日
　
（
日
）

午
前
的
時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
駅
前
広
場
・
遠
賀
信
用
金

庫
理
事
場
・
A
コ
ー
プ
跡
地

●
内
容
　
も
ち
つ
き
体
験
・
子
ど
も
ひ
ろ

ば
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ス
タ
ン

プ
抽
選
会
・
ぜ
ん
ざ
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
町
商
工
会

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
6
5

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
生
徒
を

募
集
し
ま
す

●
対
象
　
中
学
校
卒
業
者
（
平
成
1
2
年

3
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）
で
、

1
7
歳
未
満
の
男
子

●
申
し
込
み
　
1
月
4
日
　
（
火
）
　
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
庶
務
係
ま
た

は
芦
屋
募
集
事
務
所

℡
　
（
2
2
3
）
　
0
9
8
1

正
月
の
準
備
は
で
き
ま
し
た
か

門
松
カ
ー
ド
を

販
売
し
て
い
ま
す

∴．「」



12月31日から1月3日まで㊨
”○○

i2月3i日（金）からI月3日（月）まで、ご

みの収集は休みです。休みの前後の収集日は

ごみの量が増えますので収集車の台数を増や

して対処します。このため、普段に比べて収集

時間が早くなる地区があります。ごみは、収集

日の朝7時から8時までに出すようにご協力

をお願いします。

I5＠㊦

年末年始、突然の歯痛には・・・

遠賀中間歯科医師会の

休日急患診療を

ご利用ください

年末年始に突然、歯が痛くなったら・・・

そんなときのために遠賀中間医師会では

当番医による休日急患診環を行います。

平成11年

＞12月29日（水）岡垣町　森山歯科医院

℡（282）0166

＞12月30日（木）中間市　野中歯科医院

℡（245）2116

＞12月31日（金）中間南　浅山歯科医院

℡（245）4061

平成12年

＞1月1日（土）中間而　宮口歯科医院

℡（243）5055

＞1月2日（日）岡垣町　くまがい歯科医現

℡（283）2112

＞1月3日（月）中間市　前原歯科医院

℡（245）1250

●診療時間　午前10時～午後5時

※受診希望の人は事前に該当医院に

電話でお問い合わせください

∴∴一二．： 　　してい す・またま ���瀬† ．輯 一三義経 �� 

†子　宮∴霧磁 �����二二・ 

鵠i’．、　　　　　　；が∴∴二義 ����鶉藍覇 

，ノー �二・∴－三食ミi‘、 　　　ヽ 

；－yL、言上 �‾　．∴÷ 

∴∴言も「 趣雲 �∴ふ i惑鵬光 　栄 ��、 議関 ● ● ● 

’雪素子墾田’縫 �＿雪〃J � 

直
方
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

カ
レ
ッ
ジ

学
生
・
短
期
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

◇
学
生

情
報
処
理
技
術
者
、
シ
ス
テ
ム
・
エ

ン
ジ
ニ
ア
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、
オ
フ
ィ

ス
事
務
処
理
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
目

指
す
生
徒
を
募
集
し
ま
す

●
募
集
学
科
　
（
定
員
）

情
報
シ
ス
テ
ム
科
（
4
0
名
）
・
情
報
経

理
科
（
如
名
）
・
C
A
D
・
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
科
　
（
5
0
名
）

●
対
象
　
高
校
卒
業
以
上
　
（
1
2
年
3
月

卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）

●
申
し
込
み
　
3
月
2
8
日
ま
で
に
直
方

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
へ
願
書

を
出
し
て
く
だ
さ
い

◇
短
期
講
座

パ
ソ
コ
ン
の
初
心
者
を
対
象
に
短
期

講
座
を
開
接
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い

▽
ワ
ー
プ
ロ
入
門
　
（
ワ
ー
ド
9
7
）

1
月
1
8
日
、
2
0
日
、
2
2
日
、
2
5
日
、

2
7
日
　
（
全
5
回
）

▽
表
計
算
（
エ
ク
セ
ル
9
7
）

2
月
8
日
、
1
0
日
、
1
2
日
、
1
5
日
、

1
7
日
　
（
全
5
回
）

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門

3
月
8
日
、
1
0
日
、
1
2
日
、
1
5
日
、

1
7
日
　
（
全
5
回
）

※
い
ず
れ
も
午
後
6
時
か
ら
午
後
8
時

ま
で

●
受
用
　
受
講
料
一
万
円
と
テ
キ
ス
ト

代
二
千
円
程
度

●
申
し
込
み

直
方
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ

申
込
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順
に
な

り
ま
す

℡
0
9
4
9
　
（
2
3
）
　
0
2
0
0

汗
を
流
し
ま
せ
ん
か

福
岡
県
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

●
と
き

2
月
2
0
日
　
（
日
）
　
午
前
8
時
0
0
分
－

●
と
こ
ろ

大
濠
公
園
　
（
福
岡
市
中
央
区
）

●
賞
用

小
・
中
・
高
校
生
　
　
　
七
百
円

そ
の
他
の
部
の
参
加
者
　
　
千
円

●
申
し
込
み
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
参
加
費
と
官
製
は
が
き
を

同
討
の
う
え
、
1
月
2
8
日
　
（
金
）
　
ま

で
に
県
民
会
議
事
務
局
へ
郵
送
し
て

く
だ
さ
い

〒
八
一
二
－
〇
〇
五
四

福
岡
市
東
区
馬
出
4
丁
目
1
0
番
1
号

福
岡
県
鳥
出
庁
舎

福
岡
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

℡
0
9
2
　
（
6
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●仕事はどうですか

就職してもうすぐ5年になります。記帳指

導と一般事務が私の主な仕事です。商工会と

いう職業は様々な業種の方と按する機会が多

いため、個々にあった指導ができるよう心が

けています。

町内を歩いていると会員さんから声をかす

られ立ち止まって話しこんたりしています

が、そういうひとときはとても楽しいですね。

●連峰・特技は？

趣味は野球観戦です。福岡ダイエーホーク

スの大ファンで、よく福岡ドームへ足を運ん

でいます。今年最高の出来事はパリーグ優勝

の瞬間をドームで観戦できたこと。紙テープ

を投げながら最高の瞬間を味わいました。

日本シリーズは第6戦のチケットを持って

いたのですが・i。（グスン）

●どんなタイプの異性が好きですか

女性だけではなく、お年寄りや子どもたち

など、だれにでも親切に接することができる

男性に魅かれますね。とにかく誠実で優しい

人が好きです。

●遠賀町への要望があれば

モニター制度など住民の意見を聞く場を設

けてはしいです。また、住居表示も早く進め

てほしいと思います。

このコーナーは町の若者を紹介するものです。
自薦、他薦、性別は問いませんので、近所の若
者や職場の若者をどんどん紹介してください。

＠②i6

HappyR山田day

募　集

このコーナーでは誕生日を迎え

る3歳までの子どもさんを募集し

ています。掲載希望の人は広報発

行日の25日前までに企画課企画調

整係までご連絡ください。

ど　ばかわか末　期とこ　がく　翻す狐で表年　イ年せい2年 う2魅○れ○来そに金のさ絵らそ三。自すさ前日べ紀なう0とイ 
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大
会
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と
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ざ
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